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本研究では BLM 注射によって,胸膜及 びそれに
近接する肺胞中隔の水腫につづいて胞隔細胞 (Septal






1群(55匹)には BLM 生食水溶液を 10〃g/g 連続10
日間腹腔内注射 し,第Ⅱ群 (25匹)には同様な処置を









































































































































































































































































れ.中皮細胞の 1.lucida の関大 , 基底膜の非薄
化,剥離,断裂及び消失がみられた.急性期には問質


























































































































































































































































































写 真 晩 明
写真1.対照群の胸膜 (Pl) 及 び胸膜下結合組織
(SP).中皮細胞 (Me)直下に連続性の弾力板 (El)
が存在 し,′ト器官の乏 しい胞隔細胞 (.Se)が処 々で
コラゲン線維束 (Cl)を取 りまいている.Cap:毛細
血管,Al:肺胞腔 ×10,800
写真2.第 1群 4週目の肺線維症 (光顕写真).胸膜
下からそれに接する肺実質に及ぶ結合組織の増殖がみ
られる.Pl:胸膜.H,E染色 ×4QO
写真3.第 2群 6週目にみられた初期変化.胸膜 (P
1)及び胸膜下結合組織 (Sp)における水腫 (Ed).
中皮細胞 (Me)は東平化 し,基底膜 (Bl) は非薄 と
なる. ×20.700
写真4.第 2群 6週目.毛細血管内皮細胞 (En)の腫
大及び基底膜 (Bl)の肥厚があり.胞隔細胞 (Se)の
増殖がみられる. ×8,600




写真6.第 2群 6週目.増殖初期の胞隔細胞 (Se).
小器官の発達が目立ち脂肪滴 (L)が存在.細胞表面
は基底膜様の無定形物質 (Am)で被われている.脂
隔細胞は大食細胞 (Mc)と接 している. ×7,400
写真7.第 1群 8過臥 未分化な問責細胞 (X)と胞
隔細胞 (Se).胞隔細胞の周囲には microfibril(Mf)





写真9-ll.第1群 8過臥 平滑筋細胞への移行 を示
す胞隔細胞 (Se). 写真9:胞隔細胞の拡大 した粗
面小胞体と細胞質 の microfilament(Ml)の増加 .










写真12.第 2群 4過日.胞隔細胞 (Se)周閲の無定
218 木
形物質 (Am)は中皮細胞 (Me)の基底膜 (Bl)と連
続 している. ×24,000
写寛13.第2群6週目.胞隔細胞 (Se) 表面の無定
形物質 (Am)の中に micrムfibrilと弾力線維 (矢
印)がみられる.増加 した弾力線維 (El)の周囲には
microfibril(Mf)が増加. ×20,000
写真14.第 1群8週目.胞隔細胞 (Se)の裏面 に集



























injection isinterstitialBbroelastosisproduced by septalcellswhicharesubject
tobetransformed intosmoothmuscle-likecells.
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